
  　明けましておめでとうございます。

  またしても新年より新型コロナウィルス感染症の話

  をしなければならない状況となりました。

  新型コロナウィルス感染症の世界的流行が2019年末

  より始まり４年目に入りました。日本でも昨年11月

  より各地で感染拡大がみられ、政府分科会の会長は

 「第８波」に入りつつあるという認識を示しました。

  今後の感染拡大に関してAI人工知能による今後の感 医療法人社団医啓会

  染状況を予想したところ「第７波」のピークを１月 理事長

  中旬には超えるという予測になっています。 松本クリニック院長

  さらに今年は世界の各地からのデーターおよび我が 松本正道

  国のデーターよりインフルエンザも流行すると予測

  されています。2021年、2022年では流行は全く見られませんでした。

私たちがとるべき対策は

① 新型コロナウィルスおよびインフルエンザのワクチンをうけること

② 他の人との接触を最小限にすること

③ 手指の消毒をすること

④ 会話時にはマスクをすること

⑤ 換気を徹底すること

  抗ウィルス薬が開発されたことと、多くの症例を経験したことにより治療方針がほぼ確定され、初期

  より死亡に繋がることが少なくなってきており、このごろは以前と比べ警戒心が薄れているような状

  態です。しかし今までのウィルス感染症と異なった後遺症に悩まされている人が多く見られておりま

  す。感染しないように初心に戻って心を引き締める必要があります。

  ほかに医療界が抱えている喫緊の課題は「AIと医療」「認知症の防止および治療」

  「癌治療」「高齢者医療および介護」などです。

  本年はこのような課題について検証していきたいと思っています。  　

  職員一同、皆様方が安心して生活できることに少しでも貢献したいという思いで、日々尽力しており

  ます。

みんなで守ろうね

本年もお元気で過ごされるよう心からお祈り申し上げます
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①ワクチン接種 ②間隔をあける ③手洗い·消毒 ④マスクの使用 ⑤お部屋の換気
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丁寧な診察・説明 最新検査機器による検査

かかりつけ医と
して地域のみな

さまとともに
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充実設備の居室 快適な居室 広いリビング食堂
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しています
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医療機器で患者

しています

住み慣れた地域で安心してお暮らしいただけますように

医啓会は本年も「医療から介護まで」をネットワークでサポートします

さまのために
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サービス付き高齢者向け住宅おもいやり グループホームまごころ


